
歯髄幹細胞は、乳歯や智歯、矯正治療による便宜抜去歯などの噛み合わせに必要でない不用な歯から

取出すことができ、硬いエナメル質や象牙質に守られ、紫外線などの影響を受けにくいことから癌化の

リスクが低いといわれています。

また脂肪から採取する脂肪幹細胞や骨髄から採取する骨髄幹細胞よりも神経再生能や血管新生能が

優れているとの報告もあります。

現在、歯髄幹細胞を用いた歯髄再生治療が実用化したほか、脳梗塞、脊髄損傷や骨の再生などの

疾患治療も実用化に向けた研究が進められています。

【 提携歯科医院に関する質問・お問い合わせはこちらまで 】

エア・ウォーターグループ

https://aerasbio.co.jp/Tel: ０７８－３０３－００３１

歯科医院

お客様・患者様

アエラスバイオ

② 輸送キット発送

提携契約

細胞保管契約

④ 抜去歯発送

⑤ 委託費の支払い

健全な不用歯から
取出した歯髄の中
にある歯髄幹細胞
を培養し、
-150度以下で
冷凍保管をします。

※健全な歯
虫歯でない、もしく
はｶﾘｴｽが歯髄に達し
ていない歯

抜歯後の歯を
手順に沿って、
洗浄、
梱包作業、
発送を
行います。

① 患者様・お客様の紹介

クリニックで治療のために抜歯した歯から取出した歯髄幹細胞を、患者様の
将来の治療のために保管する、それが『アエラスバイオ歯髄幹細胞バンク』。

皆様のクリニックで『アエラスバイオ歯髄幹細胞バンク』の提携歯科医院を
始めてみませんか？

③ 受診・抜歯


